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⑳灘i洲支部報告　浦洲鐵L“＊＊式會rrlde

催夏期大學講師rSして山本博士御來漏七月一

日より七月六日まで大蓮市に当て天膿宇宙ε

其の構造に就て御講演あり先生の論噺明快な

る御説明により三百の會員恰も二郷に天界を

放すろ心地して三伏の暑か忘る。

欝欝ご義署弩蜜雑誌欝暑』壽離難聴醤雛（呈撫目）

員ば星圖の國rtして世界に悪まれナころ浦凪の
暗夜た仰ぎ星圖ir比較し星奄合しみ宇宙の構　金管拾圓也　　　　　　京都　蕩辻奈良造氏

造を想像す。其間一夜歯髄同好會大連支蔀員　金拾圓也　　　　　　　東京　五藤　齊三氏

博士奄招き卓を園んで談笑の申に親しく教な　同　　　　　　　　　　大阪　畠田繁太鄭氏

乞ふ。星ほ滞洲の特産なりeて大［t稻讃ぜら　同　　　　　　　　　兵庫　村山　辮次氏

る。七月五日博士ば連日の御講演何のお疲れ　金五圓也　　　　　　　鳥取　大坪雄太郎氏

もなく大蓮大廣揚尋常小野校講堂に於て午後　金威圓也　　　　　　　大阪　虜科　元一氏

二時牛より同校見童のナこめ又午後七時牛よリ　同　　　　　　　　　　長野　三澤　勝衛氏

＿般市民のナこめに天燈爲眞の映篇ななし最も　同　　　　　　　　　　京都　茂原　群口氏

挙隅に通俗的に御説明下され來懸者一同非常1金萱圓也　　　　　　東京挙林　忠氏

撫灘幽幽1　撫1灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　大阪　宮本　慶己氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計金六拾七圓也　　　　以上十四氏

安東1こ満亀卜［の盛暑為9お厭こノ、もブよくi印講演。

　今回博士の御強満によりて満洲の星一暦の

光勧Hへ私共多年の疑問を氷解し今後研究の
原動力な授けられし事大なり。

　當地にありてlt西岡石川両氏一般のすこめに

又ば少年團のナこめに親切なろ御指導匡着々r・
し。其鋤曝し星の蜥翻腔秘しむ1

同好の士日々に多し。（支部報）

瑠上躍支部報告　七月＋日の夜上田市

立四書館階上に開かれた星の研究會［渓七時孚

よ弓支部幹事宮島善一鄭氏の新天文學のi吏命

ミ頚して響き去り説き來プこり、慮用科學其の．

ものより基本置戸の必要であろこ亡々力説さ

れ約一時間講演終って野外観測すべく公園p

ぐらに望蓮帯剣備へ湖醒しようSしナこが折悪

しく曇って來’たので中止しすこ。然し同好の志

に五十鯨人の盛會であっ7こ◎

醗本年十月の諸曾合　　＋月＋五日よ

，り十月九日まで、學衛協會第二圓大回な期ビ

して催されアこ本會の諸會創乱操定のプログ

　まった入ば多くはなかつナこが、長野、石川、脂諸縣隅。韻，、蠣、二二の

際、三k［：會費について協議の後、少しく會則

〕准憂更しナこG（次號に載tSt　6）o天丈展覧會に

本中以上の成功で、出品も多く、來灘者も多

　かった。摩れにば竹内、藤谷爾氏が專ら斡旋

　tiられ7；o

累計金五百六圓塗拾銭也

事務＝室よZG

，。により鱒［、御縞臆懇談會喋1す．一高計。

　皆さんの御好意によって寄附金は別
表の如き額εなりましナこ。御蔭で負債の

約痛分は整理出盛ます。知計はさうにか

して本年末には全部鹿回したい考へで

居ります。

　それから第二回の集金郵便取立を來

る十一月初旬に致しますから假令御留
守中でも頂ける様1月間め御家族の方に

御話おき下さい。いつも間違ひが多くて

困りますから。金額は全部本年末までの

計算：であります。會の性質を御考察下さ

って決して滞納なさなさらぬ襟願ひま


